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観
光
客
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び

「
語
り
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
16

年
に
和
歌
山
県
の
語
り
部
に
登
録
す
る
よ
う

依
頼
さ
れ
た
事
で
し
た
。
当
時
は
、
有
田
市

の
歴
史
に
つ
い
て
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
書
物
を
読
み
、
実
際
に
熊
野
古
道
を

歩
く
こ
と
で
知
識
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
普
及
し
た

今
、
そ
こ
に
載
っ
て
い
な
い
ネ
タ
を
観
光
客

に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
喜
ん
で
く
れ
る
。
そ

の
姿
を
見
て
、
自
分
自
身
も
喜
び
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
夏
見
さ
ん
。

今
で
は
、
聞
き
手
の
表
情
を
見
な
が
ら
そ
の

場
で
話
す
内
容
を
変
え
る
と
の
こ
と
。
独
学

で
勉
強
さ
れ
、
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た

ノ
ー
ト
に
努
力
の
跡
が
伺
え
ま
し
た
。

一
緒
に
宝
探
し
を
し
ま
せ
ん
か
？

現
在
、
有
田
市
で
語
り
部
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
は
夏
見
さ
ん
を
含
め
数
名
し

か
い
ま
せ
ん
。
「
観
光
客
の
方
か
ら
依
頼
が

あ
っ
て
も
、
人
が
少
な
い
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
都
合
で
、
断
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
せ
っ

か
く
有
田
市
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
チ
ャ
ン

紀
州
有
田
語
り
部
登
録
制
度
創
設

有
田
市
に
は
見
ど
こ
ろ
や
逸
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
語
り
部
は
そ
の
見

ど
こ
ろ
や
逸
話
を
観
光
客
に
お
も
し
ろ

く
、
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

で
も
い
き
な
り
そ
ん
な
話
は
誰
も
で

き
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
活
動
で
き
る
よ

う
、
語
り
部
の
話
を
聞
い
た
り
、
史
跡
勉

強
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
５
）

「
時
さ
か
の
ぼ
る
歩
き
旅
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
て

熊
野
古
道
紀
伊
路
宮
原
コ
ー
ス

（
宮
原
駅
〜
蕪
坂
塔
下
王
子
社
跡
）

を
歩
き
ま
し
た
。

蕪
坂
塔
下
王
子
社
跡
、
太
刀
の

宮
、
爪
書
地
蔵
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参

加
者
に
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
〝
逸

話
〞
を
話
さ
れ
、
参
加
者
は
、
そ
の

話
に
夢
中
と
な
り
、
時
を
忘
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

語
り
部
は
熊
野
古
道
以
外
に
も
愛

宕
山
や
箕
島
漁
港
で
、
観
光
会
社
や

個
人
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

２
間
四
方
の
堂
の
中
に
幅
４
ｍ
余
り
の

大
き
な
岩
が
あ
り
、
そ
の
岩
面
に
阿あ

弥み

陀だ

仏
と
地
蔵
菩ぼ

薩さ
つ

の
二
尊
像
が
線
彫
り
さ
れ

て
い
る
。

伝
説
と
し
て

弘
法
大
師
が
熊

野
へ
の
参さ

ん

詣け
い

の

途
上
、
こ
こ
で

不
動
の
法の

り

を
修

め
生
爪
で
石
面

に
彫
り
つ
け
た

と
い
わ
れ
て
い

る
。

宮み
や

崎ざ
き

定さ
だ

直な
お

が
大
坂
の
陣
か
ら
帰
る
途

中
、
こ
の
社
前
で
名
剣
の
霊
験
に
よ
っ
て
危

難
を
免ま

ぬ
か

れ
た
た
め
、
そ
の
剣
を
奉
納
し
た
。

そ
の
後
里
の
人
々
は
誰
言
う
と
な
く
こ
の

祠ほ
こ
らを
「
太
刀
の

宮
」
と
称
す
る

よ
う
に
な
り
、

病
気
平
癒
や
災

難
除
け
の
祈
願

を
す
る
た
び
に

木
刀
を
奉
納
す

る
習
慣
と
な
っ

て
い
る
。

中
世
以
来
、
熊
野
三
山
へ
参さ

ん

詣け
い

す
る
人
々
が
通
っ
た
熊
野
古
道
。

室
町
時
代
に
は
「
蟻
の
熊
野

詣も
う
で」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の

人
々
が
熊
野
に
お
し
よ
せ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
熊
野
古
道
が
有
田
市

宮
原
町
か
ら
有
田
川
を
越
え
糸

我
町
に
か
け
て
約
六
キ
ロ
に
わ

た
り
通
っ
て
い
ま
す
。
沿
道
に

は
、
蕪

か
ぶ
ら

坂さ
か

王
子
社
を
は
じ
め
三

つ
の
王
子
社
の
他
、
歴
史
的
言

い
伝
え
に
満
ち
た
太
刀
の
宮
、

爪
書
地
蔵
、
得
生
寺
、
糸
我
稲

荷
神
社
な
ど
古
人
を
し
の
ぶ
文

化
財
が
多
数
あ
り
ま
す
。

語
り
部
は
、
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
有
田
の
歴
史
を
い
つ
ま
で

も
後
世
に
伝
え
る
こ
と
、
そ
し

て
歴
史
や
文
化
、
自
然
の
景

観
、
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
有
田

の
魅
力
を
存
分
に
引
き
出
し
、

訪
れ
る
人
々
の
心
に
残
る
旅
を

演
出
す
る
な
ど
、
ま
さ
し
く
人

と
歴
史
を
つ
な
ぐ
伝
道
師
で

す
。

和歌山県観光ガイド専門員
紀州語り部 夏

なつ

見
み

任
ひで

亘
のぶ

さん

ス
を
み
す
み
す
逃
し
て
し
ま
う
の
は
歯
が
ゆ

い
気
持
ち
で
す
」
と
こ
の
時
ば
か
り
は
寂
し

そ
う
な
顔
で
肩
を
落
と
す
夏
見
さ
ん
。

し
か
し
、
語
り
部
と
し
て
多
く
の
方
と
活

動
す
る
こ
と
を
夢
見
る
夏
見
さ
ん
は
、
前
を

見
据
え
ま
す
。
「
こ
の
有
田
市
に
は
、
い
ろ

ん
な
場
所
に
、
お
宝
が
い
っ
ぱ
い
眠
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
お
宝
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

の
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
。
私
は
、
有
田

市
の
皆
さ
ん
に
そ
の
お
宝
に
ま
ず
気
づ
い
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
私
と
お

宝
探
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
中
に
、観
光
客
で
も
な
い

私
た
ち
に
、と
あ
る
史
跡
の
裏
話
な
ど
を
話
し

て
く
れ
た
夏
見
さ
ん
は
、と
て
も
楽
し
そ
う
で
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
側
も
時
間
を
忘
れ
て
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。
夏
見
さ
ん
か
ら
は
、
有
田

市
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

中
世
以
来
、
熊
野
三
山
へ
参さ

ん

詣け
い

す
る
人
々
が
通
っ
た
熊
野
古
道
。

室
町
時
代
に
は
「
蟻
の
熊
野

詣も
う
で」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多

の

人
と
歴
史
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
〝
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道
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宮

爪
書
地
蔵
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Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

豪商紀伊国屋文左衛門の名にあやかった「紀
文まつり」が今年も盛大に開催します。
お楽しみに！

●イベント（午後５時～）
・紀文よさこい～つなげ!!紀文音頭～ …… （文化福祉センター前～特設ステージ前）
・紀文まつりｏｎステージ………………………………… （消防庁舎前特設ステージ）
・大峯章嗣ライブｉｎ紀文まつり………………………… （消防庁舎前特設ステージ）
・紀文お祭りコンサート…………………………………… （消防庁舎前特設ステージ）
・黄

たそ

昏
がれ

ライブ“ＫＩ・ＢＵ・Ｎ”……………………………… （文化福祉センター前）
・紀文マーケット………………………………………………… （文化福祉センター前）

２月に行われた「わいわいがやがやあがらのまちを皆で
考えてみよら会」の第２弾が開催されました。有田市へ
の思いを共有した前回からステップアップし、未来のた
めに、実際どんな行動を起こしていくかを話し合いまし
た。すでに動き始めている企画もあり、理想のまちに向
かって着実に一歩進めていることを実感できる一日とな
りました。

理想の有田へステップアップ

６月５日（木）、文化福祉センターにおいて第３回市民
公開講座が開催されました。東北大学大学院医学系研究
科教授の賀

か

来
く

満
みつ

夫
お

先生から、「迫りくる感染症の脅威」
と題し、新型肺炎ＳＡＲＳについてや東北大震災の避難
生活の中での感染症の怖さなどを話され、訪れた方は真
剣に講義に耳を傾けていました。

病気のことをもっと知ろう！

６月11日（水）、田んぼの学校が開校して、糸我の
小学生が、田植えを体験しました。これは、お米のあ
りがたさを知ってもらうために始めたもので、今年で
14年目を迎えます。笑顔を見せながら、一生懸命に
苗を植える子どもたちを、地域の方々がサポートする
など、みんな一体となって取り組んでいました。

みんな一体となって

太刀魚漁獲量日本一の有田市ですが、意外に地元の子ど
もたちは魚についてあまり知らないのではないかという
思いから、有田箕島漁業協同組合青年部（部長 尾

び

藤
とう

文
ふみ

紀
き

さん）が主体となり、「文紀にいやんのお魚勉強会」
が開催されました。お魚すくいコーナーでは、子どもた
ちがアミを使って大きな魚をすくうと、大歓声がわき上
がるなど、大いに盛り上がりました。

地元の魚をおいしく！楽しく！
６月６日（金）、東燃ゼネラル石油㈱和歌山工場にお
いて、第46回有田市消防総合訓練が行われました。
この訓練では、有田市消防団をはじめ362人が参加し
ました。参加した消防団員は、「いつ東燃で火災が起
こっても対応できるように一生懸命取り組んだ。もし
本当に火災が発生しても市民を守れるような訓練に
なったと思う」と話していました。

市民を守るスーパーヒーロー

第35回 紀文まつり
８月９日（土）開催 問　産業振興課（内線 275）

◎会場周辺は混雑しますので車でのご来場はなるべくご遠慮ください。◎会場周辺は場所取り禁止です。

秘書広報課へ中学生が職場体験に来てくれました。
６月６日（金）に文成中学校から４名、６月10日
（火）～12日（木）に箕島中学校から２名の学生が
参加し、広報記事作成業務等を体験しました。カメラ
の撮り方を練習し、取材前の準備を整えてから、いざ
取材へ。人前でカメラを撮ることや、知らない人にイ
ンタビューをすることに最初は緊張した様子でした
が、時間が経過すると積極的に取り組んでくれまし
た。取材を終えてからは記事作成に取り組み、限りあ
る文字数の中で、何を伝えたいかをみんなで考え、ひ
とつの記事にまとめていきました。次の２つの記事は
中学生が撮った写真と作成した記事をそのまま掲載し
ています。

中学生が取材体験

広報ありだ2014.7広報ありだ2014.7 ④⑤



 

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
以
降
に
郵
送

し
ま
す
（
新
し
い
保
険
証
の
色
は
薄
い
緑
色

で
す
）。
届
き
ま
し
た
ら
、
今
ま
で
の
保
険
証

は
８
月
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

市
役
所
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
細
か
く
裁

断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負

担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者
は
、
申
請
す
る
と
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
認
定

証
は
、
病
院
等
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
支
払
額
が
病
院
ご
と
に
一
定
額

ま
で
と
な
り
ま
す
（
保
険
適
用
分
）。
現

在
こ
の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
こ
の

８
月
以
降
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
方
に

つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
認
定
証

を
郵
送
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
７
月
〜
翌
年

６
月
で
す
（
途
中
か
ら
の
申
請
も
可
能
で

す
）。

【
免
除
の
種
類
】

▼
全
額
免
除

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く

公
文
書
の
公
開
状
況

本
市
で
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
広

く
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
に
つ
い

て
説
明
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、

開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
情
報
公
開
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
に
お
け
る
、
公
文
書
の
公

開
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間
／
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

平
成
26
年
３
月
31
日

請
求
先
及
び
件
数
／
経
営
企
画
課
１
件

　

税
務
課
１
件　

福
祉
課
１
件

請
求
に
対
す
る
公
文
書
の
公
開
状
況

公
開
２
件　

部
分
公
開
１
件　

非
公
開
０
件

問　

総
務
課
（
内
線
２
１
９
）

身
分
証
の
提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課
で
は
、
６
月
よ
り
課
税
（
所
得
）

証
明
書
等
の
各
種
証
明
書
を
発
行
す
る
際

に
、
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　

税
務
課
（
内
線
２
３
５
）

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
夏
の
電
力
供
給
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ろ

う
じ
て
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
発
電
所

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
電
力

需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
着
実

な
節
電
・
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

問　

関
西
電
力
節
電
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
８
０
０
│
１
２
３
│
０
１
７
１

保
険
料
全
額
が
免
除

▼
一
部
納
付

保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
で
残
り

の
保
険
料
が
免
除
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
が

あ
り
ま
す
。

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特

例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免
除
は
、

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し

て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
（
申
請
に
は
、

離
職
票
、
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
し
が
必
要
で
、
家
族
の
方
で
代
理
の
場

合
、
印
鑑
も
必
要
）。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、
30
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
世
帯
主
の
所
得
は

審
査
の
対
象
外
で
す
）。

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
７
３
│
４
４
７
│
１
６
８
８

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

相　
　

談

高
齢
者
も
の
わ
す
れ
相
談

最
近
、
物
を
置
き
忘
れ
た
り
、
何
を
し

に
来
た
の
か
忘
れ
た
り
、ち
ょ
っ
と
心
配
・・・

と
い
う
方
の
た
め
に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
「
も
の
わ
す
れ
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
料
／
無
料

ご
本
人
、
ご
家
族
、
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。

問　

有
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
介
護
保
険
課
内
・
内
線
３
４
７
）

　

有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
88
│
２
７
５
０

※事前に申込が必要です。
※市内の医療機関でも受診
できます。
▶特定健診
対象者／ 40～ 74 歳の国保加

入者（受診券が必要）
自己負担額／無料
内容／問診・診察・身体測定・血圧測定・尿検査・心電図・
血液検査
▶がん検診
対象者／満 40 歳以上の有田市民
自己負担額
●胃がん検診／ 700 円　　　●大腸がん検診／ 300 円
●乳がん検診／ 1,000 円　　●胸部検診／無料
●肝炎ウイルス検診／無料

５月 28 日（水）、そ
の他のごみを収集した
パッカー車内で火災が
発生する事故が起きま
した。
収集したごみの中に

発火性のあるごみが
あったことが原因でし
た。幸いけが人は出ま
せんでしたが、パッ
カー車は修理することとなりました。
発火性・引火性のあるものを入れて出すと、爆発や火災

が発生し、大変危険です。その他のごみを出すときは次の
注意事項を必ず守って出してください。
○カセットガスボンベや塗料、化粧品などのスプレー缶は
中身を使い切って、必ず穴を開けてください。

○ガスコンロや玩具などの乾電池はショートして発火する
恐れがありますので、必ず外してください。（乾電池は
最寄りの乾電池回収缶へお願いします。）

○シンナーやペンキなど、気化や引火性のある液体は家庭
ごみとして出せませんので、適正に処理してください。

○ライターは中身を完全に使い切ってから出してくださ
い。

最近、ペットに関す
る苦情が増えており、
特に犬に関する苦情
が多く寄せられていま
す。「自分のペットは、
迷惑をかけていない」
と思っている飼い主さ
ん、もう一度、動物の
習性や飼い方のマナー
を考えてください。
マナー１・ふんの始末はきちんとしましょう。
道路や公園など、みんなが利用するところを犬や猫のふ
んで汚さないようにしてください。散歩中のふんは、連
れている人が直ちに取り除くようにしてください。
マナー２・鳴き声に注意しましょう。
むだ吠え、特に夜中や早朝の鳴き声は、近所の人にとっ
て大変迷惑です。けじめのあるしつけが大切です。
マナー３・犬の放し飼いはやめましょう。
犬を散歩中に放す人がいます。うちの犬はおとなしいか
らといって油断できません。放して遊ばせている時のか
みつき事故や、その犬自身の交通事故も発生しています。
放し飼いは、絶対にやめましょう。

１年間の保険税額や内訳をお知らせする納税通知書を７
月中旬にお送りします。保険税は、所有する固定資産や前
年中の収入状況などによって、決まります。なお、今年度
より後期高齢者支援金分と介護保険分の最高限度額がそれ
ぞれ変わります。

情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 26 年 6 月 1 日現在）

人口 30,414 人（前月比－ 45人）
男 14,442 人　女 15,972 人　世帯数 11,907 戸

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

平成25年度 人権啓発標語 入選作品 小学生の部 広げよう　えがおやさしさ　おもいやり ありがとう　人の絆と　感謝の心

集団健診　　　　　　　　　 問　健康課（内線343）ごみの出し方　　　　　 問　生活環境課（内線229） 飼い主の皆様へ　　　　 問　生活環境課（内線229） 国民健康保険税額決定　　 問　健康課（内線349）

実施日 健診場所 受付
時間 申込締切日

８月５日（火） 福祉館なごみ 午
前
８
時
〜
９
時

７月23日（水）

９月21日（日） 保健センター ９月８日（月）

９月30日（火） 保健センター ９月17日（水）

場所 日程 時間

福祉館なごみ 毎月第１木曜日 午後１時30分～３時

初島公民館 ７月１日（火） 午後１時～2時30分

辰ヶ浜ふれあいセンター ７月10日（木） 午後１時～2時30分

保田公民館 ７月16日（水） 午前９時30分～11時

山田原柑翁会館 ７月18日（金） 午後１時30分～３時

糸我公民館 7月25日（金） 午前10時～11時30分

箕島公民館 8月26日（火） 午後１時30分～３時

医療保険分
後期高齢者
支援金分

介護保険分
※40～ 64歳
　の方

平等割 28,200円 9,000円 7,800円

均等割 29,400円 10,200円 10,800円

所得割
前年中の基礎控
除後総所得金額
×7.4％

前年中の基礎控
除後総所得金額
×2.5％

前年中の基礎控
除後総所得金額
×2.4％

資産割 今年度固定資産
税額×35.5％

今年度固定資産
税額×10.6％

今年度固定資産
税額×9.7％

最高限度額 51万円
（51万円）

16万円
（14万円）

14万円
（12万円）

（　）は前年度

広報ありだ2014.7広報ありだ2014.7⑦ ⑥



固
定
資
産
税(

第
２
期)

国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
１
期)

介
護
保
険
料(

第
１
期)

納
期
限
は
７
月
31
日(

木)

で
す
。

市
税
の
納
付
は

安
全
・
安
心
な
口
座
振
替
で

７月９日（水） オークワ箕島店／午前10時～正午、午後１時～４時30分献血へ行こう！献

広告

募　　集

相　
　

談

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

犯
罪
、
事
故
等
の
被
害
者
や
そ
の
ご
家

族
・
ご
遺
族
は
、
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
身
近
に
相
談
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

場
合
や
、
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
な

ど
、
被
害
後
に
生
じ
る
様
々
な
問
題
に
苦
し

め
ら
れ
ま
す
。

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

弁
護
士
や
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の

専
門
家
と
連
携
し
、
無
料
の
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
話
す
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

土
曜
日
／
午
後
１
時
〜
５
時

※
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

相
談
電
話
番
号

℡
０
７
３
│
４
２
７
│
１
０
０
０

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
│
４
２
７
│
２
１
０
０

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
有
田
市
芸
能
大
会

日
時
／
７
月
20
日
（
日
）
12
時
30
分
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
／
器
楽
・
声
楽
・
箏そ

う

曲き
ょ
く

・
大
正
琴
・
舞

踊
・
邦
楽
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

※
文
化
協
会
会
員
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
抽
選
が
あ
り
ま
す
。

主
催
／
有
田
市
教
育
委
員
会
・
有
田
市
文
化

警
察
官
募
集

和
歌
山
県
警
察
官(

第
２
回
警
察
官
Ａ
・

警
察
官
Ｂ)

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
／
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
又
は
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

受
付
期
間
／
７
月
１
日(

火)

〜
８
月
８
日(

金)

第
１
次
試
験
日
／
９
月
21
日
（
日
）

試
験
会
場
／
和
歌
山
市
・
田
辺
市

問　

有
田
警
察
署　

℡
83
│
０
１
１
０

有
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
募
集

60
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
、
共
に
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
両
面
で
大
い
に
楽
し
も
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
健
康
の
増
進
に

も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
た
地
区
で

加
入
し
た
い
方
は
な
ご
み
ク
ラ
ブ
に
加
入
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

有
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

(

社
会
福
祉
協
議
会
内)

℡
88
│
２
７
５
０

協
会

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
℡
82
│
３
２
２
１

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

夏
の
星
座
・
土
星
・
火
星
・
流
れ
星
観

望
会

日
時
／
７
月
29
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所
／
ふ
る
さ
と
の
川
総

合
公
園（
宮
原
側
）

※
曇
や
雨
の
場
合
は
中
止

に
な
り
ま
す
。

※
未
成
年
者
だ
け
の
参
加

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
℡
82
│
３
２
２
１

募　
　

集

自
衛
官
募
集
説
明
会

日
時
／
７
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田

募
集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
│
2
）

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
【
18
歳
以
上
27
歳

未
満
対
象
】
②
一
般
曹
候
補
生
【
18
歳
以
上

27
歳
未
満
対
象
】
③
航
空
学
生
【
高
卒
（
見

込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
④
防
衛
大
学
校
学

生
【
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
⑤

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
【
高
卒
（
見

込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
⑥
防
衛
医
科
大
学

校
看
護
学
科
学
生
【
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
対
象
】
⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒
【
中
卒

（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子
対
象
】

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82
│
６
６
３
１

図書館だより
学習室を開設します学習室を開設します

期間／７月21日（月）～８月30日（土）
※ただし以下の日は利用できません。
・毎週火曜日・７月31日（木）
　８月７日（木）、14日（木）、24日（日）

時間／午前９時30分～午後５時
場所／文化福祉センターミーティング室
対象者／有田市内在住・在勤・在学の方。
申込方法／図書館利用券を持参のうえ、図書館カウン

ターまでお越しください。
※利用券をお持ちでない場合、当日発行しますので、
住所の確認できるもの（免許証・保険証・学生証
等）をご持参ください。

鈍足バンザイ！
岡
おか

崎
ざき

慎
しん

司
じ

／著　幻
げん

冬
とう

舎
しゃ

サッカー日本代表岡崎慎司が、足
が遅い、背も低い、テクニックもな
いなど、自身のコンプレックスとど
のように向き合い、克服、成長して
きたかを語る

新着図書紹介

情報ありだ

有田市立病院職員募集　　 問　市立病院℡82-2151

採用職種、予定人員及び受験資格

受験できない方／①受験資格に該当しない方
②地方公務員法第 16 条（欠格条項）の規定に該当する方
採用予定年月日／平成 27 年４月１日
試験期日・場所／８月 24 日（日）・市立病院
試験科目／面接試験・作文試験
※合格者には合格通知とともに健康診断書用紙を送付しま
すので、医療機関において健康診断を受診し、提出して
いただきます。

提出書類／・受験申込書
　　　　　・受験職種の資格免許証の写し
提出先／有田市立病院医務課庶務係
郵送の場合　宛先　〒 649-0316 有田市宮崎町６番地
有田市立病院医務課庶務係
※必ず簡易書留郵便とし、封筒の表に「職員採用試験申
込」と朱書してください。

受付期間／７月７日（月）～８月１日（金）
　　　　　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※土、日、祝日は除きます。
※郵送については８月１日（金）必着のこと。
募集要項、受験申込書／募集要項は市役所及び市立病院
ホームページにて案内しています。受験申込書は市立病
院ホームページからダウンロードまたは、市立病院医務
課庶務係にて配布します。
その他
・点字による試験は実施できませんが、試験に際し、ケガ
等により介助を必要とする場合は申し出てください。
・応募書類等の返却はいたしませんので、ご了承願いま
す。また、応募書類等で得た個人情報は、職員採用に関
してのみ使用し、他の目的には使用しません。

■夏の子どもをまもる運動
期間／７月１日 (火 )～８月 31 日 ( 日 )
有田の青少年の健やかな成長のため

に、わたしたちに今、できることは？
・家族のふれあい
・地域の絆
・安全安心環境づくり
・ケータイにフィルタリング
有田市教育委員会
有田市青少年育成市民会議

職種 人員 受験資格

看護師 ５名程度
昭和50年４月２日以降に生ま
れた方で、看護師免許を有し
ている方または、免許取得見
込みの方

作業療法士

または、

理学療法士

２名

昭和55年４月２日以降に生ま
れた方で、作業療法士免許ま
たは、理学療法士免許を有し
ている方または、免許取得見
込みの方

薬剤師 １名
昭和55年４月２日以降に生ま
れた方で、薬剤師免許を有し
ている方または、免許取得見
込みの方

※ただし免許取得見込者で、採用日において免許を取得できない場
合は、採用を取り消します。
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とっても

キレイに

なりました

★

★

ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

な
ぜ
、
神
前
で
野
試
合
を
・
・
・

宮
原
神
社
で
は
、
剣
道
大
会
が

１
年
に
１
度
あ
り
、
県
下
ゆ
い
一
の

神
前
で
の
野
試
合
が
行
わ
れ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
大
会
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
約

４
０
０
年
前
に
真
田
幸
村
に
ま
ね

か
れ
、
大
阪
冬
の
陣
で
戦
っ
た
剣

豪
、
宮
崎
定
直
が
無
事
に
ふ
る
里

に
帰
り
、
太
刀
を

神
社
に
奉
納
し
た

そ
う
だ
。
こ
れ
に

ち
な
ん
で
、
毎
年

春
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
成
長
を
願
っ
て
剣

道
の
奉
納
試
合
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

遠
方
か
ら
も
参
加
有
り
！

愛
知
県
か
ら
参
加
し
た
東
丘
少

年
剣
友
会
代
表
の
宮み

や

本も
と

智と
も

行ゆ
き

さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
、
出
身
が
宮
原
町

だ
そ
う
で
、
太
刀
の
宮
で
行
わ
れ

る
剣
道
大
会
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
自
分
の
生
徒
さ
ん
た
ち

を
連
れ
て
き
た
そ
う
だ
。

神
前
で
や
り
直
し
は
き
か
な
い

と
い
う
意
味
で
の
一
本
勝
負
は
、
会

場
を
独
特
の
緊
張
感
で
包
み
込
ん

で
い
た
。

取
材
を
終
え
て

中
山
さ
ん
／
こ
ど
も
特
派
員
と
し

て
、
初
め
て
会
う
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
き
ん
ち
ょ
う

の
連
続
で
し
た
が
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
町
の
良
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
ま
す
ま
す
こ
の
町

が
好
き
に
な
っ
た
。

児
嶋
さ
ん
／
私
た
ち
は
、
み
ん
な

が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

九
鬼
さ
ん
／
最
初
は
不
安
で
、
長

い
時
間
か
か
っ
た
の
で
、
し
ん
ど

か
っ
た
け
ど
、み
ん
な
と
協
力
し

て
記
事
を
作
り
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
北
さ
ん
／
ぼ
く
は
、
取
材
を
し

て
い
て
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

を
、
そ
の
場
で
直
接
聞
い
て
み

て
分
か
る
経
験
が
で
き
た
。

広告広告

昭和34年、海水浴客が砂浜で
土器片と共に人骨が埋葬されてい
るのを発見し、有田警察署に届け
出ました。これが古代遺跡にとも
なう人骨であったため、調査が開
始され、地ノ島に遠い昔、人々が
暮らしていたことがわかったので
す。

約5,000年前の縄文時代中期、
有田市内で初めて人々が生活した
場所は、なんと地ノ島なのです。
そして弥生時代のはじめまでの約
3,000年もの長い間、人々は自然
とともに暮らしていました。島か
らは縄文土器や弥生式土器が数多
く発掘されています。

初島町の「初島」の由来は、沖
ノ島・地ノ島が古来「浦の初島」
と呼ばれていたことに由来すると
言われています。
「浦の初島」を題材に多くの和
歌が残されており、歌人の間では
紀伊の名所として知られていまし
た。

夏の海開きに向け、毎年地ノ島
で海岸のボランティア清掃が行わ
れています。海水浴に来たお客様
が気持ちよく過ごせるように、浜
辺に打ち寄せられた流木やゴミを
拾い集めたり、伸びた草や枝を
切ったりしています。今年の清掃
活動もすでに終え、あとはお客様
を迎えるばかり。
透き通った海を眺めて、思いっ

きり深呼吸しませんか？

有田市民のルーツ？地ノ島遺跡の発見 「初島」の由来

今月号より「こども特派員が行く！」と題し、小・
中学校の子どもたちが自分たちで編集・発行する「特
派員」となり有田市の良さを伝えてくれます。今回の
こども特派員は、宮原小学校５年生、中

なか

山
やま

結
ゆ

夢
め

さん、
児
こ

嶋
じま

奎
けい

さん、九
く

鬼
き

健
けん

人
と

さん、大
おお

北
きた

直
なお

樹
き

さんです。
※紙面の文章および掲載の写真はこども特派員による
ものです。

４
月
20
日
（
日
）、
第
39
回
剣
道
大
会
を
取
材
し
た
。
選
手
約
２
５
０

人
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

選
手
た
ち
か
ら
は
、
熱
気
と
闘
志
を
感
じ
た
。
一
本
勝
負
な
ら
で
は

の
緊
張
感
が
会
場
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
勝
者
は
喜
び
に
溢
れ
、
優

勝
へ
の
階
段
を
か
け
上
が
っ
て
い
く
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
敗
者
の

悔
し
く
て
泣
く
姿
は
、
よ
ほ
ど
つ
ら
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
さ
せ
た
。

いよいよ夏本番。海水浴に行こうかと考えている皆さん、
美しい砂浜が広がる地ノ島はいかがですか。現在は無人
島ですが、その昔、人が暮らしたこともありました。
知られざる地ノ島の歴史をひもとき、古代ロマンに思い
をはせてはいかがでしょうか？

Vol.
5─ 地 ノ 島 ─

観光ストリート
の し ま

見るまゝ に波路遙になりにけり、
かすめばとほき浦の初島

常盤井入道前太政大臣（続拾遺和歌集巻一）

地ノ島 問 産業振興課（内線275）

こどもこども特派員特派員が行が行くく!!!!

第
39
回
太
刀
の
宮
奉
納
剣
道
大
会

袋いっぱいのごみ

ひっそりたたずむ初島神社

細かい枝がいっぱい

きれいになった浜辺

●●●●
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よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜
文
紀
に
い
や
ん
の
お
魚
勉
強
会
〜

この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インクを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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今
回
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
、
過
日
、
箕
島
漁
港
内
で
開

催
さ
れ
た
「
お
魚
勉
強
会
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は

今
年
２
月
に
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市

民
の
方
々
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
業
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
住
民
主
体

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
有
田
箕
島
漁
業

協
同
組
合
青
年
部
の
尾び

藤と
う

文ふ
み

紀き

さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
分
野

の
方
々
50
名
以
上
の
協
力
を
取
り
付

け
実
現
し
た
も
の
で
、
約
３
４
０
名

も
の
親
子
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
相
当

前
か
ら
企
画
さ
れ
、
当
日
も
漁
師
の

方
々
が
漁
に
出
か
け
る
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
「
魚
の
こ
と
」「
漁
業
の

こ
と
」「
箕
島
漁
港
の
こ
と
」
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
熱
い
思
い
が
伝
わ
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
「
漁
」
の
し
く
み

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
漁
船
に
見
立
て
、
魚
役

を
ス
タ
ッ
フ
が
演
じ
て
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
実
演
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
水
槽
で
の
金
魚
す

く
い
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
魚
す
く
い
で

は
子
ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。
そ

の
後
焼
き
魚
や
は
も
団
子
汁
を
振

る
舞
う
な
ど
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず

大
人
た
ち
も
笑
顔
で
ワ
ク
ワ
ク
。
そ

ん
な
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
空
間
を

「
海
の
男
」
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
つ

く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
取
組
の
素
晴
し
い
と
こ
ろ

は
、
一
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か

け
に
自
ら
の
発
案
で
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
や

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
し
っ
か
り
考
え
、
乗
り
越
え
な

が
ら
多
く
の
賛
同
者
を
巻
き
込
み
、

ま
ち
の
魅
力
を
最
大
限
生
か
し
、
具

現
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
そ
の

行
動
力
を
賞
賛
し
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
主
体
の
、そ

し
て
主
役
の
、
自
主
的
な
取
組
の
輪
が

い
く
つ
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
ま
れ
、

広
が
っ
て
い
き
、
市
民
と
行
政
が
良
い

関
係
性
を
築
き
な
が
ら
継
続
、
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

そ
の
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
取

組
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
方

は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
き
っ
と

心
地
よ
さ
、
充
実
感
、
満
足
感
を
味

わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

有
田
市
長　

望
月 

良
男

問 産業振興課(内線271)

今年も有名パティシエの鎧
よろい

塚
づか

俊
とし

彦
ひこ

さんをお迎えして、
ノエル・アリダ・スイーツコンテストを開催します。
「有田みかん」を使用したクリスマススイーツのアイデ
アを、ぜひご応募ください！
応募締切／ 10 月９日（木）【必着】
※申込、お問合せは下記URLをご確認ください。
URL
http://www.city.arida.lg.jp/brand/noelarida.html

ています

問 産業振興課(内線 271)

イデ

l

昨年の最優秀 Toshi Yoroizuka 賞“Le Noel Arida”

Noël Arida Sweets Contest 2014
開催日／ 11 月９日（日）
場所／イオンモール和歌山
表彰／最優秀賞賞金 10 万円 優秀賞賞金５万円
　　　有田市長特別賞有田市認定みかん５kg

出場作品 大 募 集
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